
論 文 審 査 結 果 の 要 旨

申請者 は、今 日地球規模での課題であ り、母国で も深 刻な問題 とな りつつ ある、廃棄物の処理 、リサ イ ク

ルの促進 等環境相和製持続材料への寄 与を 目指 し、木質プ ラスチ ック複合材 料(WPC)の 開発研 究 を行っ

た。WPCは 、低 い原材 料価格、軽重量 、高弾性係 数(MOE)、 お よび優 れた環境調和性 等の性質 を持 ち、

21世 紀の材料社会 を支 える潜在力 を持つ材 料 として飛 躍的な成長 を見せてい る。

本研 究は、現在まだ産業的 に達成 され ていない高比率 で充填剤 を含むWPCの 開発を 目的 として いる。高

比率充填複合体は 、流動性 が不足す るために成形 が難 しい とされて きた。そこで、成形性や生成物 の特性 に

及ぼす種 々の要素 の効 果を明 らかにす るこ とを研 究の主 目的 とした ことは妥当な選択であ る。WPCは 、比

較的新 しい材料 であ り過去の基礎 研究は不十分 であ り、特 にフ ィラー高 充填WPC複 合体は殆 ど調べ られて

いなか った。本研 究ではセルロースファイバーノポ リプ ロピレン1マ レイン酸無水物変性 グラフ トポ リプ ロピ

レン(MAPP)を 用い、3種 の繊維鎖 長の異な るセ ルロー スを用い3種 の異な る配合について、圧縮成 形、

射出成形 、お よび押 出成形 の3種 の成 形方法 をもちいて検討 を行った。同一配合比 で異 なる成形 法 を用 い る

ことは一一般 に難 しく、多 くの例 をみ ない。 配合比 に したが って調製 したコンパ ウン ド(混練混合 物)の 特性

はメル トフ ロー試験で評価 し、成形 体の物性 は熱 分析、機械 強度試験 、耐水試験、およびモルホ ロジー によ

り評価を行ってい る。これ らの結果に基づ き、70%以 上の 高比率で フィラーを含む高強度複合体 の開発 指

針 を得た。すなわ ち、繊維長 はある程度 まで成型 体強度に寄 与す るが 、長くな りすぎる と強度低 下を起 こす

こ と,耐 水性 と強度 はほぼ比例関係 を持つ こと、繊 維の太 さは著 しい影響 を持たない こと、フィラー添加 量

の増加に伴い コンパウン ドの流動性 が低 「す るこ と、成形 法にっい て比較する と圧縮成形で作成 した複 合体

試験片は、最小の破壊モ ジュラス(MOR)、 弾性モ ジュラス(MOE)、 お よび最大 の吸水性 を示 し、射 出成

形品 は最 も強度物性 に優れ、最大のMOR(70MPa)お よびMOE(7GPa)お よび最小の吸水性(室 温,24

時間 水中浸漬後の重量増加率2%)を 示す こと、等 であ る。 この結果に基づ き、十分実用 に耐 える80%木

粉 を含む押 し出 し成形体を製造す ることが でき ると明 らかに され た。

続 いて重量比80!20の 木粉!ポ リ ーL一 乳酸(PI.LA)を 基材 とす る複合 体について研究を行 ってい る。 材

料 をすべて生物由来材料 とす る複合体 の開発 を目指 し、混和助剤 として変性PLAの 使用を検討 して いる。

変性PLAの 合成 法の検 討を行い、ハフニ ウム触 媒(HfCl4)を 用い 、PLAと ε 一カプロラ ク トン との 共重

合に よりポ リ乳酸 一co一 カプロラク トン共重合 体を合成 した。得 られた共重合 体を種 々の分析法(MAL

DI-TOFMSス ペ ク トル 、ゲル ろ過 クロマ トグラフ ィー(GPC)、 およびIH-NMR)を 用 いて

同定 し、目的 とする共重合が容易に進行す る ことを見出 して いる。 しか し、この相溶化材は、木粉や 竹粉 を

高濃度 で含むPLA複 合体 に用いて も著 しい効果 を認 めるに は到 っていな い。

以 上要約す る と、本論文は、セル ロー ス1PP!MAPP複 合体 の成形性 と物性 、お よびポ リ ーL一 乳酸 共

重合体 の合成 および同定にっいて研究 を行 った もの であ り、数多 くの新 しい知見を得ている。木質材 料で代

表 され る生物材料の関わ る化学お よび 工学分野に著 しく貢献す る と認め られ 、今 日の社会の求め る環境調和

型持続性 社会の構築 にも寄 与す ると考 え られ る。

よって本論文は博 士(農学)の 学位論 文 として価値 ある もの と認め る。なお 、審査にあた って は、論 文に関

する専攻内審査お よび公聴 会な どの所定の 手続 きを経た うえ、平成20年2月8日 、農学研究 科教授 会にお

いて、論文 の価値 な らびに博士の学位 を授 与される学力が 十分で ある と認め られた。
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論 文 内 容 の 要 旨

旧 的】

Renin-angiotensin系(RAS)は 、これまでに複数の遺伝子多型が 同定 され各種循環器疾患 との関連が報

告されている。しかし、先行研究の多くが患 者を対象としたものであるため、投薬 治療 などの交絡因子の影響を受け、

血圧をはじめとする生理機能 に対する直接的影響 は明らかにはなっていない。また、血圧 などの変化に至 るまで

の中間表現型である自律神経機能との関連性 も明らかではない。そこで、本研究では、若年健 常日本人男性を

対象として、4つ の主要なRASの 遺伝 子多型と自律神経機能との関連を検討した。

【方法】

健常な若年日本人男性149名 を対象に、身長、体重、血圧、心拍数を測定するとともに、三親等内生活習慣

病家族歴を調査した、自律神経機能は、仰臥位で10分 間、立位への体位変換後、10分 間の心電図記録を行い、

心拍 変 動パ ワースペクトル解 析 により評価 した。RASの 遺伝 子 多 型はATIRA1166C.AT2RAI675G,

AGTM235T,ACEinsertion/deletion多 型を対象とし、PCR-RFLP法 により遺伝子型を決定した。

【結剰

AGTM235T多 型のTT保 有者では安静臥位時の交感神経活動指標値(SNSindex)が 有意に高値、副

交感神経 活動指標 値(PNSindex)が 有意な低値を示した。また、立位への体位変換に伴うSNSindexの 上

昇率が有意に低値を示した。ACE多 型では、 単独で有意の関連を認めなかったが、AGTM235T多 型のTT

遺伝子型とACE多 型の欠失型を重複して保有することで、SNSindexの 顕著な増加がみられ、起立に伴う交感

神経の反応性はさらに低 下した。AT!RAII66Cア リル保有者では立位時のSNSlndexが 有意に高値で、PNS

indexは 有意な低値を示した。AT2RAI675G多 型については有意差を認めなかった。

【考察】

本研究により、AGTM235T多 型のTT保 有者、ATIRA1166C多 型のCア リル保有者で自律神経機能が交

感神経優位になっていることが明らかになった。AGT多 型により、AGTの 産生が増加し、ACE多 型によりACE

の産生が増加することで、最終産物のアンジオテンシンIIの 産生 量が相乗的に増 加している可能性が考えられ、

このことが 交感神 経優 位を引き起こしている可能性 が考 えられる。また、AT!RAI166Cア リル保 有者では、

Angnに 対する反応性の上昇が報 告されているが、今回 立位時に顕性化した可能性が考えられる。

【結 謝

若年健常日本 人男性において、AGTM235T多 型TT型 、ATIRAI166C多 型Cア リルが自律神経機能を

交感神経優位にシフトさせるという今回の結 果は、RAS遺 伝子多型が若年健常時より交感神経機能の賦活化を介

して高血圧、心疾患を始めとする循環器疾患のリスクとなることを示唆するものと考えられる。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

【目的】

Renin-angiotensin系(RAS)は 、これまでに複数の遺

伝子多型が同定され各種循環器疾患との関連が報告されている。しかし、先

行研究の多くが患者を対象としたものであるため、投薬治療などの交絡因子

の影響を受け、血圧をはじめとする生理機能に対する直接的影響は明らかに

はなっていない・また、血圧などの変化に至るまでの中間表現型である自律

神経機能との関連性も明 らかではない。そこで、本研究では、若年健常 日本

人男性を対象として、4つ の主要なRASの 遺伝子多型と自律神経機能との

関連を検討した。

【方法】

健常な若年 日本人男性149名 を対象 に、身長、体重、血圧 、心拍数 を測

定するとともに、 親等 内生活習慣病家族歴 を調査 した。 自律神経機能 は、

仰臥位 で10分 間、立位への体位変換後、10分 間の心電図記録を行 い、心拍

変動パ ワースペ ク トル解析 によ り評価 した。RASの 遺 伝子多型 はATIR

A1166C,AT2RA1675G,AGTM235TlACEinsertion!deletion多 型 を

対象とし、PCR・RFLP法 によ り遺伝子型 を決定 した。
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